ごあいさつ

社会福祉法人　福岡市手をつなぐ育成会
理事長　　　花田　敏秀
　
今年の夏は全国的にことのほか暑く、熱中症にかかる人もたくさん出たと聞いています。まだまだ残暑厳しい折ですが皆様にはいかがお過ごしでしょうか。
　さて４月１日の理事会で大きな功績を残されました向井前理事長を引き継ぎまして理事長に選任されました花田でございます。育成会だよりの発行にあたり一言ごあいさつさせていただきます。
　障がいのある人が暮らす地域には、さまざまなバリアが存在しています。
「物理的なバリア」これは分かりやすいと思いますが住宅や公共建築物、公共交通サービス等の中にあるバリアです。また「心理的バリア」もあります。これは目に見えづらいのですが一人一人の意識の中にあるバリアです。差別や偏見がこれに当たります。この他にも「情報とコミュニケーション」のバリアもあります。さらに制度上のバリアもあります。欠格条項等です。障がいのある人の生きづらさをなくしていったり、少なくしていったりするためにはこれらのバリアを低くしたり、なくしていったりしなければなりません。
　ところで、「成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化を図るための関係法律の整備に関する法律案」が国会に提出され現在、国会閉会中の審議となっています。これは成年被後見人が不当に差別されないよう、いわゆる欠格条項等の見直しを行うものですが、全国手をつなぐ育成会連合会は各地区の育成会（福岡市育成会も福岡市内を選挙区にする議員）を通じて早期成立を目指して国会議員に要望書を提出しました。
また、福岡市では平成30年６月22日に障害者差別禁止条例が制定されました。これに関しましては高嶋市長を始め福岡市とりわけ保健福祉局障がい者部の格別なご協力と市議会議員の皆様そして5年前に福岡市内の40あまりの障がい者団体が参加して「福岡市に差別禁止条例を作る会」を結成して活動した結果できたものだと思います。障がいのある人の立場から見ればまだまだ十分ではない処もたくさんあると思いますが、それは３年後の見直しに向けた課題だと捉えています。この会に育成会としましても副代表の一人として向井前理事長を送り出し主要なメンバーの一つとして取り組んできました。差別事例の相談体制が実のあるものになるのか、合理的配慮が福岡市民の皆様に浸透して、差別がない障がいのある人が暮らしやすいまちづくりに向けて動き出すのか、条例が出来た後の実態把握をして検証していくことが必要になると思います。育成会としましても引き続きこの問題に取り組んでまいります。
皆様のご協力をいただきながら微力ではありますが目の前にある課題を一つ一つクリアして育成会の活動を少しでも前進させていきたいと思っていますので今後とも法人の活動にご支援、ご理解をいただきますようお願いしましてはなはだ簡単ですがあいさつに代えさせて頂きます。
[bookmark: _GoBack]なお、次回より引き続きこの育成会だよりで「働く」「暮らす」「親亡き後」「権利擁護」等の課題につきまして特集を組んでいきたいと思いますのでこちらの方もよろしくお願いします。








